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１．量的調査実習の特徴
社会情報学部の授業科目「量的調査設計・
量的調査演習」では，量的調査法に基づいた
質問紙調査を実習形式で行う．社会調査協会
の社会調査士資格カリキュラムのＧ「社会調
査を実際に経験し学習する科目」にあたり，
一般有権者を対象とした本格的な調査を行っ
ている．受講学生は，調査の企画から報告書
の作成までの一連の調査研究を行うことにな
る．Ｇ科目は，社会調査士資格カリキュラム
においては最も重要な科目である．
社会情報学部は，北海道の大学の中で最初
に資格カリキュラムの科目を整備しており，
全国的にも相当初期に導入した．授業の内容，
担当者の質量ともに，全国の大学と比較して
も充実しており，全国的に手本となる授業に
なっている．
例えば，選挙人名簿からの閲覧申請の状況
は各市の選挙管理委員会のホームページに掲
載されているが，札幌市のそれを確認すると，
本学部の申請が毎年のように記録されてい
る．これは，同じように社会調査士を導入し
ている北海道大学，北星学園大学などの他の
大学にはなく，きちんとした調査が行われて
いることの証拠である．ちなみにその閲覧申
請の記録を見ると，研究目的の閲覧は，本学
以外には，調査会社のものが主になっている．
以前，選挙人名簿の閲覧の条項が改訂されよ
うとした時，学会は「調査研究の妨げである，
研究の自由の妨げである」として，公職選挙
法第二十八条の三（政治又は選挙に関する調
査研究を目的とした選挙人名簿の抄本の閲
覧）を勝ち取ったという歴史があるにも関わ
らず，これはいかに他の研究者が，教育や研
究において自ら標本抽出をせず調査会社に依
頼してしまっているかの現れである．これに
反して，選挙人名簿から自ら直接に標本抽出
を行う本学部の調査実習は質が高いといえよ
う．
この授業は大きく分けて，
⑴調査の企画と調査票の作成
⑵標本抽出法（サンプリング）の理論と方
法の習得
⑶郵送法による実査
⑷データ分析と報告書の作成
の４つの部分に分かれる．一般有権者を対象
とする調査のため，問題設定の社会性，質問
項目や分析の誠実さ，対象者に対する尊重と
いった緊張感をもって授業に挑むことにな
る．郵送法の調査なので，直接対象者と接す
ることはないが，無作為抽出法による調査の
ため，どのような有権者も対象となる可能性
がある．たとえば，家族から対象者が病気で
あるとか，先月亡くなりましたとかの電話が
かかってくることがある．また，協力的であ
る人ばかりとは限らない．そのようなことを
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踏まえながら，誠実な調査態度のある，意義
がある調査が求められることになる．
２．授業の進行の概要
この授業はおよそ表１のような過程で進め
られる．ここでは，どのように授業が進めら
れているかの概略を示す．各年度の回収の状
況，各年度の研究テーマの特徴やエピソード
は，本特集号所収のシンポジウム報告「SGU
調査系科目の現状と課題」における拙稿を参
照されたい．
授業の最初は，テーマの設定から質問項目
までを扱い調査票を作成する．質問紙調査に
おいては調査票の作成が最も重要である．一
般有権者に質問するに足る意義がある研究
テーマをあらかじめ持っている受講生はほと
んどいないので，そのような問題意識から聞
き方までを分析を意識しながら考えることに
なる．この部分は最も時間がかかり，不定形
な作業が要求される．TAの力も大きい．社会
的な問題であり，一般的に聞けるものであり，
意見が分かれるものであること，また，変数
間の関係を想定しながら，調査設計を行う．
学生のテーマを尊重しながらも，意味のある
質問項目に仕立て上げる作業が必要であり，
もっとも難しい部分でもある．
調査項目が決まり，調査票が完成したら，
印刷に回す．その間，受講生はサンプリング
の理論と実際を実習する．こちらは統計学の
理論と実際である．受講生は，いくつかの計
算とともに，さいころや乱数表を持ち，実際
に無作為抽出をしてみることになる．無作為
抽出が大事だと知っていても，その実際は研
究者も間違って理解している人も多く，実際
に体験することでそれを知ることとなる．こ
の部分は，計算と実践の関わりを強く意識す
ることになる．この理論をもって，選挙人名
簿の閲覧を行うが，この部分は個人情報の取
り扱いにおいて慎重さが必要なため，選挙管
理委員会での実際の作業は教員とTAが中
心となって行う．サンプリングは手書きでし
か認められていない．作業は，一日８時間と
して，慣れた人だと200人程度，不慣れだと
100人程度であるので，500人の抽出を一日で
行うには経験上３～４人必要である．手書き
のリストから，パソコンに入力し，タックシー
ルを作成する．
調査票の印刷が上がってきたら発送作業を
行う．この授業では，挨拶状，調査票，お礼
状の３回，郵送を行う．回収率の向上のため
には，もう少し時間と回数がほしいが，授業
の予算的・時間的制約上これが限度である．
図１に挨拶状と，お礼状を示す．プリペイド
の携帯電話を契約し問い合わせ番号とする．
携帯電話をいつも持ち歩き，問い合わせの対
応を行う．これは教員とTAで行う．まれに，
大学に直接電話が来ることがあり，その対応
も行う．本学のロゴ入りのクリアホルダーに，
挨拶状，質問紙，報告書希望調査票，返信用
封筒を挟み，郵送する．返信用封筒には切手
を張り付ける．
調査票が返送されて来たらデータ入力を行
う．調査票の点検，ナンバリング，コーディ
ングの後，一票一票大切に入力を行う．入力
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表1
第１回 オリエンテーション，テーマの検討
第２回 調査目標の検討
第３回 調査票の作成①（既存資料，先行調査の検討)
第４回 調査票の作成② (ワーディング，仮説設定)
第５回 調査票の作成③（質問項目の決定）
第６回 調査票の作成④（質問文の精査）
第７回 調査票の作成⑤（質問順序，レイアウト)
第８回 サンプリング実習①，調査票のプリテスト
第９回 サンプリング実習②
第10回 調査票封入作業，挨拶状の作成
第11回 データ分析の練習，お礼状の作成
第12回 点検・コーディング，調査データの入力
第13回 調査データの集計，データ分析①
第14回 データ分析②，グループ内報告会
第15回 データ分析③，最終報告会，レポート作成
96
用のエクセルファイルを準備する．エクセル
ファイルには，入力規則をあらかじめ設けて
おき，誤入力を減らす．エクセルファイルか
らSPSSファイルに変換し，あらかじめラベ
ルやよく用いる変数を作成しておき，受講生
に配布する．それができたら各自の分析であ
る．SPSSでカイ自乗検定，相関係数を分析す
る．レポートを作成し，報告書にまとめる．
報告書を印刷し，調査協力者の希望者に郵送
する．次の年には，社会調査協会に報告書を
収める．この報告書は国会図書館に格納され
る．
以上のように，実際に研究に用いることも
できるような調査を，適切な手順に従って，
行ってきた．これは授業科目の設立の当初か
ら行われていて，他大学と比較しても誇るべ
き授業内容になっている．
札幌市西区民の生活意識と政治意識に関する
アンケートご協力のお願い
ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。さて
私ども札幌学院大学社会情報学部の高田洋・○○と本
学部生は、現在、札幌市西区の「生活意識と政治意識」
に関する学術的な調査・研究を行っております。この
研究は、アンケート調査の形で札幌市西区の皆様のご
意見をおうかがいするものです。
このたび、札幌市西区にお住まいの約500人の方
を対象に調査を実施いたしますところ、あなた様が
調査対象者として選ばれました。あなた様に調査を
お願いすることになりましたのは、くじびきの方法
（無作為抽出法）で選ばせていただいたもので、他
意はございません。プライバシーや個人情報の保護
には十分に注意を払い、おうかがいしましたご意見
は、すべて統計的に処理しますので、あなた様にご迷
惑をおかけすることは決してございません。
つきましては、突然のお願いで誠に恐縮ですが、
近日中に調査票が郵送されます。その折はぜひご協
力たまわりますようお願い申し上げます。
2015年12月
お問合せ先
〒○○
担当 教授 高田 洋・○○
○○-○○-○○
（調査問い合わせ専用通話)
授業中・移動中などによりでられない場合もございますが、その際には、
暫く待ってからおかけいただくか、留守電にご用件をお入れください。折
り返しのご連絡が必要な場合には、ご連絡先もお伝えください。
「札幌市西区民の生活意識と政治意識に関する
アンケート調査」ご協力への御礼
拝啓 時下ますますご清栄のことと存じます。
先日は突然の書状をもちましてアンケート調査へのご協力
をお願いし、たいへん失礼いたしました。500通のアン
ケート票を発送いたしまして、現在までに100通ほどのご
回答をいただいております。お忙しいなか、早々にご返送く
ださった皆さまに、心よりお礼申し上げます。皆さまのご協
力のおかげで、研究・教育をさらに推進することができます。
ありがとうございました。
私どもは、さらに多くの方々のご回答をいただき、より実
りある調査研究にしたいと願っております。もしもまだご
返送いただいていない皆さまがおられましたら、1月8日
頃までにご投函いただけましたら、まことに幸いに存じま
す。ご多用中たいへん恐れ入りますが、かさねてお願い申し
上げます。
なお、このお葉書の発送をもちまして、調査報告書をご希
望される方以外のご住所・お名前は削除させていただきま
した。
末筆ながら、皆さまのご健勝をお祈り申し上げます。
敬具
2015年12月25日
〒○○
担当教授高田 洋・○○
○○-○○-○○
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